


│
│
ま
ず
、
コ
モ
市
と
の
交
流
事
業
に
か

か
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
き
っ
か
け
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
コ
モ
市

と
の
交
流
に
か
か
わ
っ
て
き
た
３
人
の
皆

さ
ん
に
、
こ
れ
ま
で
の
体
験
や
こ
れ
か
ら

の
展
望
な
ど
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

村
尾
　
隆
さ
ん
（
本
町
６
・
55
歳
）

村
尾
聡
子
さ
ん
（
本
町
６
・
25
歳
）

藤
巻
秀
正
さ
ん
（
住
吉
町
・
68
歳
）

当
時
は
ま
だ
、
自
治
体
同
士
の
交
流
が

主
な
も
の
で
、
内
容
も
限
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
行
政
が
で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ
て
い

る
の
で
、
何
と
か
自
分
た
ち
で
市
民
レ
ベ

ル
の
交
流
の
輪
を
広
げ
た
い
と
強
く
思
い

ま
し
た
。

十
日
町
に
帰
っ
て
す
ぐ
に
い
ろ
ん
な
人

た
ち
に
声
か
け
を
し
て
、
交
流
イ
ベ
ン
ト

の
企
画
や
交
流
団
体
設
立
の
準
備
を
始
め

ま
し
た
。
そ
し
て
、
翌
３
年
、
十
日
町
市

で
の
Ｊ
Ｃ
サ
ミ
ッ
ト
と
イ
タ
リ
ア
ン
フ
ェ

ア
の
開
催
に
合
わ
せ
て
、
「
十
日
町
・
コ

モ
姉
妹
都
市
交
流
協
会
（
吉
沢
慎
一
会

長
）」
の
発
足
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

コ
モ
市
か
ら
は
、
交
流
の
相
手
と
な
る

民
間
団
体
「
フ
ァ
ミ
リ
ア
・
コ
マ
ス
カ

（
ピ
エ
ル
チ
ェ
ー
ザ
レ
・
ボ
ル
ド
ー
リ
会

村
尾
　
隆

平
成
２
年
の
姉
妹
都
市
15

周
年
親
善
使
節
団
に
参
加
し
た
の
が
き
っ

か
け
で
す
。
当
時
Ｊ
Ｃ
（
青
年
会
議
所
）

で
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
の
事
業
に
か
か
わ

っ
て
い
て
、
リ
ゾ
ー
ト
交
流
の
一
環
と
し

て
参
加
し
ま
し
た
。
コ
モ
市
に
行
っ
て
み

て
、
市
の
関
係
者
や
市
民
の
皆
さ
ん
の
熱

烈
な
歓
迎
ぶ
り
に
感
激
し
ま
し
た
。

長
）」
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、
平
成
４
年
に

コ
モ
を
訪
問
し
て
、
相
互
交
流
を
約
束
し

合
い
ま
し
た
。
フ
ァ
ミ
リ
ア
・
コ
マ
ス
カ

と
い
う
の
は
、
日
本
語
で
言
え
ば
「
コ
モ

っ
子
仲
間
」み
た
い
な
意
味
の
よ
う
で
す
。

│
│
す
ご
い
ス
ピ
ー
ド
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

す
ね
。
聡
子
さ
ん
は
？

族
旅
行
で
コ
モ
に
行
っ
た
と
き
に
「
留
学

す
る
！
」
っ
て
宣
言
し
ま
し
た
。
で
も
、

実
際
に
行
っ
た
の
は
短
大
を
卒
業
し
た
平

成
12
年
で
、
10
年
後
で
し
た
（
笑
）。

│
│
10
年
越
し
の
夢
を
か
な
え
た
わ
け
で

す
ね
。

藤
巻
さ
ん
は
彫
刻
家
と
し
て
の
芸
術
・

文
化
交
流
で
す
が
。

│
│
実
際
に
か
か
わ
っ
て
み
て
い
か
が
で

し
た
か
？

藤
巻

交
流
25
周
年
記
念
事
業
に
私
の

作
品
を
コ
モ
市
に
設
置
し
た
い
と
い
う
村

尾
さ
ん
の
熱
意
に
ほ
だ
さ
れ
て
、
か
か
わ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
吉
沢
会
長
か
ら

も
、
行
政
交
流
・
経
済
交
流
に
は
限
界
が

あ
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
芸
術
・
文
化
交

流
だ
と
言
わ
れ
、
「
十
日
町
芸
術
協
会

（
小
林
順
二
会
長
）」
の
作
品
展
開
催
と
合

わ
せ
て
取
り
組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

３
年
く
ら
い
前
か
ら
準
備
に
入
っ
て
、

鋳
造
、輸
送
、設
置
と
い
ろ
い
ろ
な
作
業
を

楽
し
み
な
が
ら
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

隆

20
周
年
記
念
の
年
（
平
成
７
年
）

に
川
治
小
学
校
と
フ
ァ
ビ
オ
・
フ
ィ
ル
ツ

ィ
小
学
校
の
姉
妹
校
提
携
や
国
際
交
流
員

村
尾
聡
子

そ
ん
な
父
の
姿
を
見
て
い

た
の
で
、
イ
タ
リ
ア
や
コ
モ
に
は
親
し
み

を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
あ
る
と
き
、
「
コ

モ
の
人
か
ら
見
た
十
日
町
・
十
日
町
の
人

か
ら
見
た
コ
モ
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
記
録

ビ
デ
オ
の
制
作
で
、
コ
モ
の
撮
影
隊
の
人

た
ち
が
家
に
夕
食
を
食
べ
に
来
ま
し
た
。

そ
の
と
き
、
通
訳
の
人
が
日
本
語
と
イ
タ

リ
ア
語
を
自
在
に
操
る
姿
を
見
て
「
か
っ

こ
い
い
！
私
も
イ
タ
リ
ア
語
を
話
し
て
み

た
い
」
と
思
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
、
中
学
校
を
卒
業
し
た
春
に
家
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コモ市と姉妹都市交流30年
十日町市とイタリア・コモ市は1975年（昭和50年）に姉妹都市の盟約を結

び、両市の間でさまざまな心温まる交流を続けてきました。姉妹都市交流30

周年にあたる今年は、親善使節団の相互訪問などの記念行事が計画されていま

す。６月には、コモ市のステファーノ・ブルーニ市長をはじめとする親善使節

団が来市します。

また、現在、自動車でコモ市から平和の旅を続けているコモ市民が、７月に

ゴールの十日町市に到着します。コモ市の皆さんの訪問を歓迎しましょう。

11月には、十日町市からコモ市へ向けて記念使節団が出発します。ずっと

前からコモ市との交流にかかわっていた人も、このページで初めてコモ市のこ

とを知った人も、節目の年に新しい交流の輪の中に入ってみませんか。

2

交
流
協
会
は

ス
ピ
ー
ド
設
立

「
か
っ
こ
い
い
！
」

が
き
っ
か
け
に

熱
意
に
ほ
だ
さ
れ
て

苦
痛
が
楽
し
み
に

交流を約して、ファミリア・コマスカのボルドーリ会長と固い握手
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と
し
て
の
ア
ド
ゥ
ア
・
カ
ス
タ
ー
ニ
ョ
さ

ん
の
受
け
入
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
サ
ッ
カ

ー
遠
征
や
相
互
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
25
周

年
事
業
の
取
り
組
み
な
ど
で
都
合
11
回
ほ

ど
コ
モ
を
訪
問
し
ま
し
た
。

い
つ
も
、
い
ろ
ん
な
問
題
が
出
て
来
ま

し
た
が
、
自
分
が
で
き
な
い
と
こ
ろ
を
必

ず
だ
れ
か
が
助
け
て
く
れ
ま
し
た
。
毎
回

新
し
い
出
会
い
が
あ
る
し
、
イ
タ
リ
ア
人

と
い
う
と
〝
ア
バ
ウ
ト
〞
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
実
際
つ
き
あ
っ
て
み

る
と
、
と
て
も
一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
で

く
れ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

イ
タ
リ
ア
へ
の
飛
行
時
間
は
約
11
時
間

で
、
最
初
は
そ
れ
が
苦
痛
で
し
た
が
、
最

近
は
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
乗
っ
て
い
る
楽

し
み
の
時
間
に
な
り
ま
し
た
ね
（
笑
）。

聡
子

２
年
ほ
ど
語
学
留
学
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
最
初
は
友
だ
ち
も
い
な
く

て
１
か
月
く
ら
い
寂
し
い
思
い
を
し
ま
し

た
が
、
一
人
友
だ
ち
が
で
き
る
と
次
か
ら

次
へ
と
広
が
っ
て
、
あ
と
は
楽
し
い
日
々

が
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。

イ
タ
リ
ア
は
や
っ
ぱ
り
「
の
ん
び
り
」

し
て
い
ま
す
ね
。
で
も
そ
れ
は
「
だ
ら
だ

ら
」
し
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
「
ゆ
と

り
」
が
あ
る
と
い
う
意
味
で
す
。

日
本
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
人
が
と
て

も
多
く
、
「
日
本
語
を
教
え
て
く
れ
」
と

頼
ま
れ
て
、
高
校
生
に
個
人
指
導
も
し
ま

し
た
。
天
使
幼
稚
園
（
寿
町
４
）
と
交
流

し
て
い
る
幼
稚
園
で
は
、
ク
ラ
ス
に
赤
と

か
青
と
か
の
色
の
名
前
が
付
い
て
い
て
、

コ
モ
で
は
、
若
い
人
を
中
心
に
日
本
に

対
す
る
関
心
が
高
い
し
、市
も
熱
心
で
す
。

年
代
の
近
い
人
と
友
だ
ち
に
な
る
こ
と
が

異
文
化
に
触
れ
る
第
一
歩
だ
と
思
い
ま

す
。
最
近
は
英
語
も
大
丈
夫
で
す
よ
。

藤
巻

イ
タ
リ
ア
の
人
は
明
る
い
し
、

色
彩
感
覚
も
日
本
人
に
は
ま
ね
の
で
き
な

い
独
特
の
も
の
を
持
っ
て
い
ま
す
。
人
の

交
流
と
と
も
に
、
展
覧
会
な
ど
を
通
し
て

の
作
品
交
流
も
進
め
た
い
で
す
ね
、
パ
ス

タ
を
い
っ
ぱ
い
食
べ
な
が
ら
（
笑
）。

外
国
の
人
た
ち
と
の
交
流
で
一
番
壁
に

な
る
の
は
言
葉
の
問
題
で
す
。
だ
か
ら
、

若
い
人
た
ち
の
交
換
留
学
な
ど
を
、
も
っ

と
進
め
た
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
の
チ
ャ
ン
ス
が
、
こ
の

30
周
年
な
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

隆

言
葉
の
壁
の
克
服
も
含
め
て
、
交

流
の
次
の
段
階
を
支
え
て
く
れ
る
人
材
を

育
て
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
今
年
の
夏
か
ら
相
互
に

二
人
ず
つ
の
交
換
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
行
う

予
定
で
す
。
こ
れ
を
10
年
間
続
け
れ
ば
、

40
人
の
「
お
互
い
を
知
る
」
若
者
が
生
ま

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

コ
モ
に
は
、
観
光
で
も
、
デ
ザ
イ
ン
や

産
業
の
技
術
で
も
、
ま
だ
ま
だ
十
日
町
が

学
ん
で
生
か
す
ノ
ウ
ハ
ウ
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。

こ
う
し
た
若
い
人
た
ち
が
そ
の
担
い
手

に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
、
言
う
こ
と
な
い
で

す
ね
。

聡
子

私
は
10
月
29
日
が
結
婚
式
な
の

で
、
そ
の
ま
ま
11
月
３
日
か
ら
の
記
念
使

節
団
に
、
新
婚
旅
行
と
し
て
参
加
し
よ
う

か
な
。

全
員

そ
れ
が
い
い
！

│
│
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

交
流
や
つ
な
が
り
は
見
て
い
る
だ
け
で

は
始
ま
り
ま
せ
ん
。

ま
ず
、
来
月
コ
モ
市
か
ら
の
親
善
使
節

団
を
快
く
迎
え
入
れ
、
友
だ
ち
を
作
っ
て

11
月
の
使
節
団
に
参
加
す
る
の
も
い
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

と
こ
ろ
が
多
い
の
で
、
交
渉
や
作
品
設
置

の
具
体
的
な
場
面
で
は
戸
惑
う
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
で
も
、
動
い
て
い
れ
ば
だ
れ

か
が
助
け
て
く
れ
る
も
ん
で
、
結
果
的
に

は
み
ん
な
う
ま
く
い
き
ま
し
た
（
笑
）。

30
周
年
に
は
ず
み
を
付
け
た
い
と
、
昨

年
の
石
彫
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
コ
モ
か

ら
２
人
の
作
家
を
招
き
ま
し
た
。
２
人
と

も
日
本
人
以
上
に
折
り
目
正
し
い
勤
勉
な

方
で
、
教
え
ら
れ
る
面
が
多
か
っ
た
で
す

ね
。

│
│
大
き
な
実
り
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
よ
う

で
す
ね
。
こ
れ
か
ら
の
コ
モ
市
と
の
交
流

に
つ
い
て
は
？

聡
子

文
化
の
違
う
人
や
地
域
と
の
ふ

れ
あ
い
か
ら
は
得
ら
れ
る
も
の
が
大
き
い

の
で
、
ず
っ
と
続
い
て
い
っ
て
ほ
し
い
で

す
。

作品をコモ湖畔に設置してアルベルト・ボッタコモ市長（当時）と握手

子どもたちの前で本場の「書」を披露しました

コモ市親善使節団が
６月に十日町市を訪問

６月18日g～21日cの4日間、ステファ

ーノ・ブルーニ市長をはじめ10人のコモ市

親善使節団が十日町市を訪れます。

滞在中は、姉妹都市提携30周年記念式典

や記念パーティーへの出席、コモ市ファビ

オ・フィルツィ小学校と姉妹校提携してい

る川治小学校の訪問などを予定しています。

滞在期間中に、コモ通りや新しい十日町市の見どこ
ろなどを見学する予定です。見かけたら、気軽に声を
かけたり手を振ってみたりしてください。

十日町市滞在中の主な日程（予定）
●18日g 夕方に到着予定

●19日a 市長、議長表敬訪問、姉妹都市提携30周年記念式

典出席　市主催記念パーティ

●20日b 川治小学校訪問、十日町・コモ姉妹都市交流協会

主催記念パーティ

●21日c 朝十日町から東京に移動

コモ市でもこの11月、30周年記念式典が開催されます。この

式典に使節団の一員として参加しませんか。３つの旅行プランと

も11月３日の記念式典出席が含まれます。

企　　　　　画＝十日町・コモ姉妹都市交流協会
申込み・問合せ＝ラポートトラベルセンター1757-5125

十日町・コモ姉妹都市交流協会
（十日町商工会議所内）1757-5111

※各コースとも添乗員が十日町から同行します。
※旅行代金は大人１人、２人１室利用の料金です。
代金には空港税は含まれていません。

※飛行機は成田空港発着です。

十日町市＆イタリア・コモ市

姉妹都市提携30周年
記念使節団募集中！！

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
の

チ
ャ
ン
ス

11月3日（文化の日）
～11日F

384 , 000円

11月3日（文化の日）
～９日D

270 , 000円

11月3日（文化の日）
～８日C

187 , 000円

（最小携行
人数15人）

20人
（最小携行
人数15人）

30人
（最小携行
人数20人）

40人

～イタリア湖水地帯の

ラグジュアリー

ステイ～

コモ４泊６日

～コモ湖畔と
イタリア南部

ハイライト～

ローマ・ナポリ・
ポンペイ５泊７日

～アドリア海の
真珠 ドブロブニク

とコモ～

クロアチア周遊
７泊９日

募集
人数

代金

期
間

コモ市はこんなまち
コモ市はイタリア北部に位置し、人口は約９

万5,000人。古くからアルプス以北とミラノを結
ぶ交通の要所として発展し、絹織物や金属機械
工業が盛んです。
市街地に接するコモ湖は、その風光明媚な景

観によって湖畔は保養地や別荘地として名高く、
コモ市観光の中心になっています。また、市街
地には中世の大聖堂や教会などの宗教建築が数
多くあります。

そ
れ
を
漢
字
で
書
い
て
ほ
し
い
と
言
わ

れ
、
筆
を
握
り
ま
し
た
。
す
ご
く
喜
ん
で

く
れ
て
こ
っ
ち
が
感
動
し
ま
し
た
。

帰
っ
て
き
て
か
ら
は
、
ル
ー
ム
メ
イ
ト

だ
っ
た
友
だ
ち
を
招
い
た
り
、
メ
ー
ル
の

や
り
と
り
で
情
報
交
換
を
し
た
り
し
て
い

ま
す
。

藤
巻

行
っ
て
み
て
の
第
一
印
象
は

「
お
と
ぎ
の
国
み
た
い
な
ま
ち
だ
な
」
で

し
た
。
古
い
家
並
み
が
続
き
、
教
会
の
向

こ
う
か
ら
王
子
様
や
お
姫
様
が
出
て
き
そ

う
な
雰
囲
気
が
あ
り
ま
す
ね
。
治
安
も
い

い
よ
う
で
し
た
。
商
業
都
市
の
ミ
ラ
ノ
と

は
違
い
、
さ
す
が
は
保
養
地
だ
け
の
こ
と

は
あ
る
な
と
思
い
ま
し
た
。

た
だ
、
や
は
り
気
質
は
日
本
人
と
違
う

十日町・コモ交流 新たなステップへ特集
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松
代
高
卒
。
松
代
町
産
業
企
画
課
長
、

農
林
課
長
、
教
育
長
、
助
役
。
●
任
期
＝

平
成
21
年
５
月
17
日
ま
で
（
４
年
間
）

新
潟
大
卒
。
三
条
市
立
上
林
小
教
頭
、

十
日
町
市
立
川
治
小
教
頭
、
下
田
村
立
笹

岡
小
校
長
、
十
日
町
市
立
東
小
校
長
。
川

西
町
中
央
公
民
館
長
、
十
日
町
市
川
西
公

民
館
長
。
●
任
期
＝
平
成
21
年
５
月
17
日

ま
で
（
４
年
間
）

新
潟
青
陵
女
子
短
大
卒
。
十
日
町
市
立

大
池
小
養
護
助
教
諭
。
合
資
会
社
林
屋
旅

館
専
務
。
中
里
村
教
育
委
員
。
●
任
期
＝

平
成
20
年
５
月
17
日
ま
で
（
３
年
間
）

新
潟
大
卒
。
塩
沢
町
立
第
一
上
田
小
教

頭
、
大
島
村
立
大
島
小
校
長
、
十
日
町
市

立
馬
場
小
校
長
。
十
日
町
市
水
沢
地
区
公

民
館
長
。
十
日
町
市
教
育
長
。
十
日
町
市

暫
定
教
育
長
。
●
任
期
＝
平
成
19
年
５
月

17
日
ま
で
（
２
年
間
）

安
塚
高
校
松
之
山
分
校
卒
。
松
之
山
町

振
興
課
長
、
総
務
課
長
、
教
育
長
。
十
日

町
市
松
之
山
公
民
館
長
。
十
日
町
市
暫
定

教
育
委
員
。
●
任
期
＝
平
成
18
年
５
月
17

日
ま
で
（
１
年
間
）

十
日
町
市
議
会
第
１
回
臨
時
会
が
５
月
17
日
C
に
行
わ
れ
、

提
案
さ
れ
た
新
し
い
教
育
委
員
５
人
が
市
議
会
で
同
意
さ
れ
ま

し
た
。
翌
18
日
D
に
は
教
育
委
員
の
初
会
合
が
市
役
所
で
開
催

さ
れ
、
互
選
の
結
果
、
高
橋
嵩
一
氏
が
教
育
委
員
長
に
、
井
口

カ
ズ
子
氏
が
教
育
長
に
決
定
し
ま
し
た
。

５
人
の
略
歴
は
次
の
通
り
で
す
。
※
敬
称
略

左
か
ら
丸
山
氏
、
高
橋
氏
、
井
口
氏
、

後
列
左
か
ら
柳
氏
、
林
氏

新固定資産評価

審査委員10人決定

５
月
17
日
C
に
行
わ
れ
た
十
日
町

市
議
会
第
１
回
臨
時
会
で
は
、
新
し

い
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
10
人
も

同
意
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
い
ず
れ

も
平
成
20
年
５
月
16
日
ま
で
の
３
年

間
で
す
。

新
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
10
人

は
次
の
通
り
で
す
。
※
敬
称
略

十
日
町
本
庁
管
内

八や

島し
ま

勉
つ
と
む

（
田
川
町
３
・
70
歳
）

宮み
や

澤ざ
わ

孝た
か

美よ
し

（
伊
達
４
・
65
歳
）

川
西
支
所
管
内

南な

雲ぐ
も

直な
お

秀ひ
で

（
中
仙
田
・
68
歳
）

小こ

海か
い

邦く
に

男お

（
三
領
・
63
歳
）

中
里
支
所
管
内

高た
か

橋は
し

叡
さ
と
し

（
芋
川
・
79
歳
）

川か
わ

田だ

隆
り
ゅ
う

平へ
い

（
田
中
・
70
歳
）

松
代
支
所
管
内

馬ば

場ば

利と
し

夫お

（
蒲
生
・
62
歳
）

樋ひ

口ぐ
ち

昭
し
ょ
う

一い
ち

（
松
代
・
63
歳
）

松
之
山
支
所
管
内

田た

邉な
べ

進し
ん

一い
ち

（
松
之
山
・
67
歳
）

佐さ

藤と
う

眞ま
さ

士し

（
天
水
越
・
57
歳
）
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丸ま
る

山や
ま

進
す
す
む

（
原
田
・
65
歳
）

高た
か

橋は
し

嵩た
か

一い
ち

（
松
代
・
63
歳
）

林
は
や
し

眞ま

砂さ

子こ

（
山
崎
・
56
歳
）

井い

口ぐ
ち

カ
ズ
子こ

（
天
池
・
65
歳
）

柳
や
な
ぎ

能よ
し

弘ひ
ろ

（
松
代
・
63
歳
）

絹織物親善使節団が訪問

市議会で姉妹都市提携を全会一致で議

決

コモ市と姉妹都市盟約書に調印

絹織物親善使節団が訪問

５周年親善使節団が訪問

５周年親善使節団が来市

第１回青少年親善使節団が訪問

コモ市青少年親善使節団が来市

「イタリアンフェア」を開催

第２回青少年親善使節団が訪問

10周年親善使節団が来市

10周年親善使節団・第３回青少年親

善使節団が訪問

15周年親善使節団・第４回青少年親

善使節団が訪問

十日町・コモ姉妹都市交流協会が発足

「ボンジョルノ・イタリア91」開催

姉妹都市交流協会使節団が訪問

姉妹都市交流協会の新春コンサート使

節団が訪問

ビデオ制作スタッフが相互に訪問し、

ビデオを制作

20周年親善使節団が来市

20周年親善使節団が訪問

川治小学校とファビオ・フィルツィ小

学校が姉妹校提携

国際交流員としてアドゥア・カスター

ニョさんを招待

コモ市から小船「ルチア」が贈呈

川治小学校児童が訪問

25周年親善使節団が訪問

25周年親善使節団が来市

公式親善使節団が訪問し、モニュメン

ト像「友愛」を贈呈

コモ市で十日町市芸術協会が芸術交流

展を開催

コモ・とおかまち2001を開催

十日町石彫シンポジウムにコモ市から

２人の作家を招待

30周年事前使節団が訪問

1973（昭和48）

1974（昭和49）

1975（昭和50）

1977（昭和52）

1980（昭和55）

1981（昭和56）

1982（昭和57）

1983（昭和58）

1984（昭和59）

1985（昭和60）

1986（昭和61）

1990（平成２）

1991（平成３）

1992（平成４）

1993（平成５）

1994（平成６）

1995（平成７）

1996（平成８）

1998（平成10）

1999（平成11）

2000（平成12）

2001（平成13）

2004（平成16）

十日町市＆イタリア・コモ市

姉妹都市30年の歩み

この旅の様子は、インターネットで配信されています。

ぜひご覧ください。（http://www.comotokamachi.com）

姉妹都市提携30周年を記念して「イタリアから日本への

平和の旅」が５月７日g、２台の４輪駆動車でコモ市を出

発しました。この旅は、４人のコモ市民が平和の使者とし

て、コモ市長と議会の平和・友愛・連帯のメッセージを立

ち寄る21の都市の市長に届けるものです。

コモ市から十日町市までは陸路で約１万8,900㎞。途中、

オーストリア、ハンガリー、ウクライナ、ロシア、中国、

北朝鮮、韓国などの国々を経て日本に入り、７月22日fに

ゴールの十日町市に到着する予定です。

平和の旅が出発

記念すべき昭和50年の使節団

25
周
年
に
は
、
国
宝
火
焔
型
土
器
の

レ
プ
リ
カ
を
贈
呈

10周年使節
団に書道の手
ほどき

コモ市から
十日町市へ

十日町・コモ交流 新たなステップへ特集
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メ
ー
タ
ー
の
検
針
は
２
か
月
に
１
回
で

す
。
民
有
地
内
の
給
水
管
の
漏
水
や
メ
ー

タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
止
水
栓
の
故
障
は
使

用
者
（
所
有
者
）
の
管
理
責
任
と
な
り
ま

す
。
床
下
や
地
中
の
漏
水
は
、
発
見
が
遅

れ
る
と
多
額
の
水
道
料
金
を
支
払
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
日
ご
ろ
か
ら
メ
ー
タ

ー
に
異
常
が
な
い
か
点
検
す
る
習
慣
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

●
赤
い
水

水
道
管
に
つ
い
た
鉄
さ
び
が
原
因
で

す
。
し
ば
ら
く
水
を
出
し
て
お
待
ち
く
だ

さ
い
。
き
れ
い
な
水
に
戻
り
ま
す
。

●
白
い
水

水
の
中
に
空
気
が
混
じ
っ
て
小
さ
な
泡

が
で
き
た
た
め
に
白
く
見
え
ま
す
。
く
ん

だ
水
を
し
ば
ら
く
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く

と
透
明
に
な
り
ま
す
。

●
青
い
水

給
水
管
な
ど
の
銅
管
が
新
し
い
と
き

に
、
微
量
の
銅
が
銅
イ
オ
ン
と
な
っ
て
溶

け
出
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
銅
イ
オ

ン
が
石
け
ん
と
反
応
し
て
「
銅
石
け
ん
」

と
な
り
、
浴
槽
や
タ
イ
ル
な
ど
に
付
着
し

て
青
く
染
ま
り
ま
す
。
石
け
ん
や
湯
あ
か

が
残
ら
な
い
よ
う
、
こ
ま
め
に
手
入
れ
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

■
問
合
せ

水
道
局
庶
務
係
1
７
５
７
│

３
１
１
１
（
内
線
２
４
３
）

第47回水道週間
十日町市の水道利用状況 （平成17年4月1日現在）

区　　分

上 水 道

簡 易 水 道

小 規 模 水 道

組 合 営 水 道

自 家 用 水 の み

人 口

給水人口（人）

34,495

27,422

328

403

1,544

64,192

割合（％）

53.8

42.7

0.5

0 .6

2 .4

100.0

新
し
い
震
災
復
興
体
制
で
す

お
や
、
机
を
運
ん
で
、
何
や
ら
引
越
の

風
景
…
。

そ
う
で
す
、
５
月
20
日
付
け
で
機
構
改

革
が
行
わ
れ
、
「
十
日
町
市
中
越
大
震
災

復
興
本
部
」
と
そ
の
事
務
局
を
担
当
す
る

「
震
災
復
興
室
」
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

震
災
復
興
室
は
、
今
ま
で
の
市
民
生
活

課
防
災
安
全
係
を
核
に
、
新
た
に
３
人
を

加
え
た
７
人
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

震
災
復
興
に
か
か
わ
る
総
合
窓
口
と
な

り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
に
お
い

で
く
だ
さ
い
。

場
所
は
、
本
庁
市
民
ホ
ー
ル
で
す
。

3

水
道
は
、
健
康
で
文
化
的
な
生
活
や
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
経
済

活
動
を
支
え
る
必
要
不
可
欠
な
生
活
基
盤
施
設
と
し
て
、
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

漏
水
に
注
意

水
道
ひ
と
く
ち
メ
モ

〈
Ｑ
〉ど
う
い
う
事
業
所
が
十
日
町
市
企
業

設
置
奨
励
条
例
（
以
下
、「
条
例
」）
に
当

て
は
ま
る
の
で
す
か
？

〈
Ａ
〉次
の
全
て
の
条
件
を
満
た
す
事
業
所

で
す
。

①
下
表
に
あ
る
事
業
の
い
ず
れ
か
を
市
内

で
行
い
、
新
設
、
増
設
・
移
設
の
区
分

に
応
じ
た
設
備
投
資
と
新
規
雇
用
の
条

件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と

②
市
税
な
ど
に
滞
納
が
な
い
こ
と

③
公
害
発
生
の
恐
れ
が
な
い
こ
と

④
建
築
基
準
法
に
よ
る
用
途
地
域
の
制
限

を
超
え
な
い
こ
と

〈
Ｑ
〉条
例
に
当
て
は
ま
る
と
、
ど
の
よ
う

な
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
？

〈
Ａ
〉次
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

①
新
た
な
設
備
投
資
に
か
か
わ
る
固
定
資

産
税
及
び
都
市
計
画
税
の
課
税
免
除

（
３
年
間
）

②
十
日
町
市
企
業
設
置
資
金
の
融
資
資
格

の
取
得

【
企
業
設
置
資
金
の
概
要
】

貸
付
限
度
額
‥
１
億
５
、
０
０
０
万
円

（
市
長
特
認
２
億
円
）

利
率
‥
１
・
80
％

償
還
期
間
‥
11
年
以
内
（
据
置
１
年
含
む
）

③
新
た
な
設
備
投
資
を
借
入
で
行
っ
た
場

合
に
対
す
る
利
子
補
給
金
の
交
付
（
５

年
間
・
年
度
末
借
入
残
高
の
１
％
を
上

限
）

④
事
業
所
な
ど
設
置
の
た
め
の
便
宜
供
与

【
便
宜
供
与
の
具
体
例
】

・
用
地
の
取
得
あ
っ
せ
ん
、
労
働
力
の
確

保
・
道
路
や
排
水
路
な
ど
の
整
備
、
冬
期
間

の
道
路
の
確
保
（
公
共
性
の
高
い
も
の

に
限
定
）

〈
Ｑ
〉申
請
は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
良
い
の

で
す
か
？

〈
Ａ
〉申
請
先
は
市
役
所
（
本
庁
）
で
す
。

申
請
日
の
前
後
６
か
月
以
内（
計
１
年
間
）

に
設
備
投
資
と
新
規
雇
用
人
数
の
条
件
を

満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
後
の
計
画
や
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

状
況
を
見
な
が
ら
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
は
各
支
所
に
も
あ
り
ま
す
。

●
申
込
み
・
問
合
せ

産
業
振
興
課
雇
用
開
発
室
1
７
５
７
│

３
１
１
１
（
内
線
２
３
７
）

※
各
支
所
地
域
振
興
課
で
も
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す

十
日
町
市
企
業
設
置
奨
励
条
例
を
紹
介
し
ま
す

設
備
投
資
に
加
え
、
新
規
の
雇
用
が
あ
る
場
合
、
十
日
町
市
企
業
設

置
奨
励
条
例
に
よ
り
有
利
な
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

事業の名称
日本標準産業分類における区分

大分類 中分類 小分類 細分類

農　業 農　業 耕種農業

野菜作農業（きの
こ類の栽培含む）
のうち、きのこ類
栽培業及び水耕な
どの養液栽培業

新規雇用

新設の場合

設備投資 新規雇用

増設・移設の場合

設備投資

５人

製造業

運輸業

建設業

10人
※都市計画
区域外は
５人

５人

10人

3,000
万円
以上

※都市計画
区域外は
1,500万円以

上

５人
1,000
万円
以上

施設農業

製 造 業

運 輸 業

建 設 業

情報通信業 情報サービス業情報サービス業

鉱　業 鉱　業
採石業、
砂・砂利・玉
石採取業

採石業、
砂・砂利・玉
石採取業

サービス業
（ほかに分
類されない
もの）

飲食店・
宿泊業

宿泊業

学術・開
発研究機
関

学 術 ・
開発研究
機　　関

専門サービ
ス業（ほか
に分類され
ないもの）

土木建築
サービス
業

測 量 業

宿 泊 業

上記のほか、産業振興と雇用創出に資するとして市長が認めた事業
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越
後
田
舎
体
験

地域の風～支所からのたより～ 地域の風～支所からのたより～

松
代
地
域
の
人
々
に
と
っ
て
、
母
な
る

川
と
い
え
ば
渋
海
川
で
す
。
源
流
は
、
新

潟
・
長
野

県
境
に
あ

る

俗

称

「
浦
田
の

深
山
」
こ

と
深
坂
峠

に
あ
り
、

松
之
山
、

松
代
、
川

西
…
と
多

く
の
町
や

村
を
つ
な
い
で
、
長
岡
市
で
信
濃
川
と
合

流
し
ま
す
。
長
い
歴
史
の
間
に
は
、
瀬せ

替が
え

や
堰え

ん

堤て
い

の
築
造
に
よ
り
、
姿
形
は
変
わ
っ

て
き
た
も
の
の
、
昔
も
今
も
沿
岸
の
田
畑

に
灌か

ん

漑が
い

用
水
を
潤
し
、
豊
か
な
実
り
を
授

け
て
い
ま
す
。「
北
越
雪
譜
（
鈴
木
牧
之
）」

に
は
「
四
府
見
」
ま
た
は
「
新
浮
海
」
と

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

渋
海
川
に
は
、
ア
カ
バ
ヨ
（
ウ
グ
イ
）

を
主
体
に
数
々
の
魚
や
エ
ビ
な
ど
が
生
息

し
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
は
水
質
の
汚
染

も
あ
っ
て
か
、カ
ジ
カ
や
ス
ナ
ッ
プ
リ（
カ

マ
ツ
カ
）
、
ハ
チ
ヨ
（
ア
カ
ザ
）
な
ど
は

あ
ま
り
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
初
夏
か
ら
真
夏
に
か
け
て
、
カ
ジ
カ

ガ
エ
ル
の
涼
や
か
な
声
が
響
き
渡
る
の
を

心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。（
高
橋
八
十
八
）

ほくほく線まつだい駅から国道253号線を車で15分ほど
西へ走ったところに儀明集落はある。上越市との市境に薬
師山（484ｍ）を仰ぎ、頂上に薬師堂と展望台を構える。
よく晴れた日には、西に日本海、東に越後三山を眺望でき、
年間を通して登山者の姿は絶えない。
集落の農家が取り組むそば作りは人気を博している。ヤ

マゴボウをつなぎにした自然薯（じねんじょ）そばは、地
元採取のそば粉をふんだんに使った自慢の逸品。そば打ち
も体験できるぬくもりある郷土料理だ。
おととしの大地の芸術祭では、集落の古民家がアーティ

ストと儀明集落民によって劇場に造り替えられた。庭先か
ら突き出す舞台から眺める雄大な自然
が、ここで演じられる
舞踏や演劇にリ
アル感を与える。
親しみなじんだ
奥深い記憶がそこ
にあるからだ。

おととし、儀明劇場
「倉」（作：中瀬康志）
で公演された舞踏
「ＩＥ（家）動く彫刻」

渋
海
川

５
月
11
日
d
か
ら
３
日
間
、
府
中
第
一

中
学
校
（
東
京
都
）
の
３
年
生
１
８
３
人

が
修
学
旅
行
と
し
て
松
代
・
松
之
山
地
域

に
田
舎
体
験
に
訪
れ
ま
し
た
。
２
泊
３
日

の
行
程
の
中
で
、
生
徒
た
ち
は
農
作
業
体

験
の
ほ

か
に
山

菜
取
り

や
郷
土

料
理
、

木
工
細

工
な
ど

を
地
域

の
人
た

ち
か
ら

学
び
ま
す
。
「
意
外
と
大
変
な
作
業
な
ん

で
す
ね
。
う
ま
く
育
っ
て
ほ
し
い
で
す
」。

地
元
農
家
の
指
導
の
も
と
、
20
m
ほ
ど
の

田
植
え
を
終
え
た
上
野
隆
一
さ
ん
は
秋
の

実
り
に
期
待
し
ま
す
。

１
時
間
ほ
ど
で
10
ア
ー
ル
の
田
ん
ぼ
を

植
え
付
け
た
あ
と
は
、
生
徒
た
ち
待
望
の

民
泊
で
す
。
松
代
・
松
之
山
地
区
の
農
家

が
待
つ
50
戸
に
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
分
か
れ

て
宿
泊
し
、
団
ら
ん
の
あ
る
交
流
に
思
い

出
を
刻
ん
で
い
ま
し
た
。
「
地
元
の
方
々

と
の
ふ
れ
あ
い
が
、
生
徒
た
ち
に
と
っ
て

忘
れ
ら
れ
な
い
感
動
に
な
っ
て
い
ま
す
」

と
引
率
し
た
一
色
真
史
教
務
主
任
は
、
田

舎
体
験
の
効
果
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

〈案内人：小堺正利さん（儀明）〉

儀
ぎ

明
みょう

儀明劇場「倉」

旧
東
頸
城
圏
内
で
進
め
て
い
る
「
越
後
田
舎
体
験
」
に
、
今
年
も
首
都
圏
か

ら
小
・
中
学
校
を
は
じ
め
と
し
た
45
団
体
・
約
５
、
０
０
０
人
が
修
学
旅
行
や

体
験
学
習
に
訪
れ
ま
す
。

豊
か
な
自
然
や
生
命
の
源
で
あ
る
農
業
に
ふ
れ
、
そ
こ
に
生
き
る
人
々
と
か

か
わ
り
、
実
際
に
農
家
生
活
や
農
作
業
を
通
じ
て
「
豊
か
な
心
」「
生
き
る
力
」

を
は
ぐ
く
も
う
と
、
越
後
田
舎
体
験
へ
の
期
待
が
年
々
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

５
月
10
日
c
、
交
通
事
故
か
ら
高
齢
者
を

守
ろ
う
大
作
戦
！
と
題
し
た
交
通
安
全
教
室

（
中
里
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
）
が

ユ
ー
モ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
交
通
安
全

講
話
で
は
、「
反
射

材
の
利
用
・
左
右

の
確
認
・
し
っ
か

り
止
ま
る
」
こ
と

を
呼
び
か
け
反
射

材
を
配
付
。
約
２

７
０
人
の
参
加
者

は
さ
っ
そ
く
靴
な

ど
に
は
り
、
交
通

安
全
を
心
が
け
て

い
ま
し
た
。

指
さ
し
確
認
で
交
通
安
全

16年度コミュニティ助成事業

第
19
回
黄
桜
の
丘
桜
ま
つ
り
が
４
月
29
日
（
み
ど

り
の
日
）
に
宮
中
集
落
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
雨
模
様
の
た
め
、
会
場
を
変
更
し
て
の

開
催
で
し
た
が
、
穏
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
、
満

開
の
黄
桜
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
作
品
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
入
賞
者
と
作
品
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
応

募
者
１
６
３
人
、
歌
３
９
３
首
）

※
敬
称
略

幸せを運ぶ！結婚相談員を紹介します
一人でも多く人が素敵な伴侶に出会い、幸せな家庭を築

いてほしい…結婚のことは、結婚相談員にご相談ください。

いつでも親切・丁寧に相談に応じます。※敬称略

●江口耕三（干溝1763-3438）●太嶋ハル（白羽毛1

763-2578）●斎喜節子（倉俣1763-3997）●杉谷清六

（荒屋1763-2581）●南雲勝男（堀之内1763-2168）●根

津敬（芋川1763-2828）●樋口正次（朴木沢1763-2052）

●樋口節子（荒屋1763-2055）

●事務局 中里支所地域振興課自治振興係1763-3111

黄桜の丘大賞受賞の
一般の部…渡辺みのるさん（右）

ジュニアの部…鈴木遥香さん（左）

高道山地区振興会では、コミュニティ事業の

助成を受けて、旧高道山小学校グラウンドに身

体への負担が少なく、雨などの浸透性に優れた

グリーンサンドなどを使用したコミュニティ広

場を整備しました。地域住民がだれでも気軽に

楽しめる場として、イベントなどを行いながら

地域のつながりを深めます。

※コミュニティ助成事業とは、7自治総合セン

ターが自治宝くじの受託事業収入を財源とし、

コミュニティの健全な発展を図ることを目的に

さまざまな活動に助成を行っているものです。

一
般
の
部

黄
桜
の
丘
大
賞

渡
辺
み
の
る（
河
内
町
）

豪
雪
に
半
ば
埋
れ
し
黄
桜
の
　
花
芽
は
春
を
押
し
上
げ
て
伸
ぶ

な
か
さ
と
清
津
観
光
協
会
長
賞

小
林
春
美
（
上
山
）

ま
う
春
は
来
ぬ
か
と
思
ふ
雪
の
嵩
　
黄
桜
の
枝
そ
っ
と
掘
り
出
す

中
里
商
工
会
長
賞

廣
田
ま
つ
（
山
崎
）

地な

震ゐ

に
耐
へ
大
雪
に
耐
へ
黄
桜
は
　
花
揚
げ
む
と
い
の
ち
を
つ
く
す

ジ
ュ
ニ
ア
の
部

黄
桜
の
丘
大
賞

鈴
木
遥
香
（
倉
俣
小
６
年
）

雪
ど
け
の
水
を
ひ
き
つ
れ
き
ら
き
ら
と
　
光
り
か
が
や
く
信
濃
の
流
れ

な
か
さ
と
清
津
観
光
協
会
長
賞

根
津
久
枝
（
中
里
中
１
年
）

黄
桜
の
き
れ
い
に
咲
い
た
そ
の
時
は
　
時
間
の
流
れ
ゆ
っ
く
り
進
む

中
里
商
工
会
長
賞

江
口
俊
貴
（
中
里
中
２
年
）

黄
桜
が
風
に
吹
か
れ
て
散
っ
て
い
く
　
そ
の
ま
ま
吹
か
れ
て
宙
に
た
だ
よ
う
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春の叙勲・高齢者叙勲おめでとうございます

永
年
に
わ
た
り
、
消
防
団
業
務
に
従
事

し
た
功
労
で
、
俵
山
正
亥
さ
ん
が
春
の
叙

勲
に
輝
き
ま
し
た
。

俵
山
さ
ん
は
、
昭
和
26
年
に
六
箇
村
消

防
団
に
入
団
以
来
、
平
成
13
年
に
十
日
町

市
消
防
団
を
退
団
す
る
ま
で
の
51
年
間
、

消
防
団
員
と
し
て
地
域
の
火
災
予
防
や
安

全
に
尽
力
。
こ
の
間
、
十
日
町
市
消
防
団

分
団
長
や
副
団
長
を
歴
任
し
、
消
防
団
の

育
成
・
強
化
に
多
大
な
功
績
を
残
し
ま
し

た
。
ま
た
、
豊
富
な
知
識
・
経
験
を
生
か

し
て
幾
多
の
現
場
で
活
動
・
指
揮
す
る
な

ど
、
実
行
力
と
卓
越
し
た
手
腕
は
後
輩
団

員
の
模
範
と
な
り
ま
し
た
。

受
章
に
あ
た
り
俵
山
さ
ん
は
、
「
自
分

一
人
で
受
章
し
た
の
で
は
な
く
、
消
防
に

か
か
わ
る
人
す
べ
て
を
代
表
し
て
受
章
し

た
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
市
内
外
の
多

く
の
人
と
の
出
会
い
が
人
生
の
励
み
で
あ

り
財
産
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

俵 山 正 亥さん

（二ツ屋・70歳）

永
年
に
わ
た
り
、
消
防
団
業
務
に
従
事

し
た
功
労
で
、
佐
藤
正
平
さ
ん
が
高
齢
者

叙
勲
に
輝
き
ま
し
た
。

佐
藤
さ
ん
は
、
昭
和
14
年
に
奴
奈
川
村

警
防
団
に
入
団
以
来
、
33
年
に
奴
奈
川
村

消
防
団
を
退
団
す
る
ま
で
の
19
年
間
、
消

防
団
員
と
し
て
地
域
の
火
災
予
防
や
安
全

に
尽
力
。
こ
の
間
、
奴
奈
川
村
消
防
団
長

を
歴
任
し
、
消
防
団
の
育
成
・
強
化
に
多

大
な
功
績
を
残
し
ま
し
た
。
ま
た
、
豊
富

な
知
識
・
経
験
を
生
か
し
て
幾
多
の
現
場

で
活
動
・
指
揮
す
る
な
ど
、
実
行
力
と
卓

越
し
た
手
腕
は
後
輩
団
員
の
模
範
と
な
り

ま
し
た
。

受
章
に
あ
た
り
佐
藤
さ
ん
は
、
「
受
章

で
き
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

大
変
驚
い
て
い
ま
す
。
今
回
の
受
章
は
、

お
世
話
に
な
っ
た
多
く
の
皆
さ
ん
の
お
陰

で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

佐 藤 正 平さん

（室野・88歳）

（
消
防
功
労
）

瑞
宝
単
光
章

（
消
防
功
労
）

瑞
宝
単
光
章

おめでとうございます

５月15日a、ほくほく線沿線地域の活性化を考える講演

会が松代ふるさと会館で行われました。「望みを託す地域の

鉄道・ほくほく線」と題した講演会では、講師の野田一夫氏

（多摩大学名誉学長）が７年後の北陸新幹線開通によるほく

ほく線沿線経済の混乱について語りました。野田氏は「沿線

地域の衰退を防ぐには、大地の芸術祭のように地域一丸とな

って人を受け入れる体制を整えることが大事。最終的に元気

な人を受け入れることで、地域全体が元気になる」と話して

いました。約60人の参加者は、地域の将来を左右しかねな

い内容に、真剣に耳を傾けていました。

新
潟
県
技
能
競
技
大
会
が
５
月
３
日
（
憲
法

記
念
日
）
に
キ
ナ
ー
レ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

伝
統
的
な
木
造
建
築
工
法
の
維
持
継
承
と
次
世

代
の
技
術
者
育
成
を
目
的
に
、
6
県
建
築
組
合

連
合
会
の
主
催
で
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

当
日
は
、
「
隅
木
」
「
四
方
転
び
」
「
製
図
」
の

３
部
門
に
、
県
内
各
地
区
の
予
選
会
を
通
過
し

た
39
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
競
技
は
、
き
も
の

ま
つ
り
の
参
加
者
や
成
人
式
を
終
え
た
ば
か
り

の
新
成
人
な
ど
が
見
守
る
中
で
行
わ
れ
、
市
内

か
ら
は
保
坂
真
哉
さ
ん
（
幸
町
・
25
歳
）
が
製

図
の
部
で
見
事
３
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

地域の鉄道に望みを託す

新
潟
県
技
能
競
技
大
会

十日町織物工業協同組合青年部会（根津公彰会長）が50

周年を迎え、５月15日aに記念式典を開催しました。

昭和30年に設立された織物組合青年部会は、さまざまな

提言を重ね多面的な宣伝・販売促進活動を展開、産地の方向

性を決定づけました。また、十日町雪まつりでは、雪上カー

ニバルの企画・演出を当初から担当。イタリア・コモ市との

姉妹都市提携やイタリア・トリノ市の着物展へ参加するなど

国際的にも活動してきました。当日は、式典に先立って菊池

ひと美さんによる記念講演会が行われ、その後の式典では第

42代から50代までの歴代会長に感謝状が贈呈されました。

野
口
水
ば
し
ょ
う
ま
つ
り
が
５
月
８
日
a
、

新
緑
に
囲
ま
れ
た
野
口
水
ば
し
ょ
う
公
園
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
大
雪
の
影
響
か
ら
、
昨
年
よ
り

３
週
間
遅
い
開
催
で
す
。
当
日
は
、
地
域
内
外

か
ら
家
族
連
れ
な
ど
大
勢
の
人
が
集
ま
り
、
地

酒
や
水
ば
し
ょ
う
汁
（
豚
汁
）
が
振
る
舞
わ
れ

ま
し
た
。
会
場
で
は
、
地
元
・
野
口
集
落
の
屋

台
が
出
店
し
、
カ
ラ
オ
ケ
も
行
わ
れ
る
な
ど
、

な
ご
や
か
な
雰
囲
気
で
し
た
。
群
生
す
る
水
ば

し
ょ
う
を
バ
ッ
ク
に
記
念
撮
影
す
る
人
な
ど
も

見
ら
れ
、
う
ら
ら
か
な
春
の
日
差
し
の
中
で
大

型
連
休
最
後
の
一
日
を
楽
し
み
ま
し
た
。

織物組合青年部会50周年記念式典

野
口
水
ば
し
ょ
う
ま
つ
り

tokamachi topics

このコーナーは、まちの話題や活
動などを紹介しています。情報があ
りましたら、総務課広報広聴係（1
757─3111内線213）へ、お気軽にお
寄せください。

十日町クリーン作戦2005春

十日町クリーン作戦2005春が５月15日aに市内各所で開催されま

した。メーン会場の妻有大橋下河川敷では、小・中学生をはじめ25

団体・約500人が参加しました。降り続いていた雨も作業開始前には

上がり、雪消え後の河川敷で大量のごみを拾い集めました。今回収集

したのは、燃やすごみ1,400㎏、埋立てごみ520㎏、空き缶など250

㎏の計2,170㎏です。このほか、廃タイヤや流し台、電子レンジなど

も収集されました。家電リサイクル法の改正以来、不法に捨てられる

ごみ量は増加していますが、今回の収集量は昨年に比べ２割減少しま

した。作業終了後には、ごみに関するクイズが行われたり、参加者全

員にパンジーの花苗がプレゼントされたりしました。



３
歳
未
満
児
と
保
護
者
の
ふ
れ
あ

い
の
場
を
提
供
し
ま
す
。
●
日
時
＝

７
日
c
・
11
日
g
（
大
運
動
会
）
・

14
日
c
・
21
日
c
・
28
日
c
午
前
10

時
〜
11
時
●
会
場
＝
サ
ン
ク
ロ
ス
十

日
町
※
11
日
は
総
合
体
育
館
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
中
央
公
民
館
（
1
７

５
７
│
５
０
１
１
）

読
み
聞
か
せ
、
手
遊
び
な
ど
を
行

い
ま
す
。
●
日
時
＝
６
月
９
日
e
午

前
10
時
〜
11
時
●
会
場
＝
情
報
館
●

対
象
＝
乳
幼
児
と
保
護
者
●
問
合
せ

＝
情
報
館
（
1
７
５
０
│
５
１
０
０
）

読
み
聞
か
せ
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

な
ど
を
行
い
ま
す
。
●
日
時
＝
６
月

18
日
g
午
後
３
時
〜
４
時
●
会
場
＝

情
報
館
●
問
合
せ
＝
情
報
館
（
1
７

５
０
│
５
１
０
０
）

赤
ち
ゃ
ん
が
か
む
力
を
つ
け
る
食

べ
さ
せ
方
や
簡
単
離
乳
食
講
習
、
個

別
相
談
で
す
。
●
日
時
＝
６
月
８
日

d
午
前
10
時
〜
11
時
●
会
場
＝
十
日

町
保
健
セ
ン
タ
ー
●
問
合
せ
＝
健
康

支
援
課
母
子
保
健
係
（
内
線
１
２
１
）

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
学
び
、
地

域
の
健
康
づ
く
り
を
支
援
す
る
人
を

養
成
す
る
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。
●
期
間

＝
６
月
23
日
e
〜
11
月
ま
で
月
１
回

程
度
●
対
象
＝
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、

地
域
で
健
康
づ
く
り
の
活
動
に
参
加

で
き
る
57
歳
未
満
の
人
●
参
加
費
＝

テ
キ
ス
ト
代
１
、
２
０
０
円
と
実
習

材
料
費
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
６
月

10
日
f
ま
で
に
、
健
康
支
援
課
母
子

保
健
係
（
内
線
１
２
２
）

６
月
中
旬
の
星
空
と
特
集
「
祝
気

象
衛
星
ひ
ま
わ
り
復
活
」、
ス
ラ
イ

ド
物
語
「
う
そ
つ
き
カ
ラ
ス
」
を
投

影
し
ま
す
。
●
日
時
＝
毎
週
日
曜
日

午
前
11
時
〜
11
時
45
分
●
会
場
＝
ド

ー
ム
中
里
き
☆
ら
・
ら
（
ユ
ー
モ
ー

ル
２
階
）
●
入
場
料
＝
大
人
２
０
０

円
、
中
学
生
以
下
１
０
０
円
●
ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク
・
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
＝
６

月
25
日
g
午
後
７
時
30
分
〜
●
問
合

せ
＝
中
里
公
民
館
（
1
７
６
３
│
２

４
９
３
）

日
本
の
昆
虫
採
集
の
父
と
も
称
さ

れ
る
志
賀
卯
助
氏
の
１
０
０
年
余
り

の
人
生
と
昆
虫
採
集
道
具
の
数
々
、

３
、
０
０
０
点
を
越
す
世
界
の
蝶
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
を
公
開
し
ま
す
。
●
日

時
＝
７
月
10
日
a
ま
で
の
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
●
会
場
＝
「
森
の
学
校
」

キ
ョ
ロ
ロ
●
入
館
料
＝
大
人
５
０
０

円
、
高
校
生
以
下
３
０
０
円
●
問
合

せ
＝
「
森
の
学
校
」
キ
ョ
ロ
ロ
（
1

５
９
５
│
８
３
１
１
）

松
之
山
な
ら
で
は
の
山
菜
を
は
じ

め
、
30
種
類
以
上
の
山
菜
を
迫
力
あ

る
写
真
と
実
物
で
紹
介
し
ま
す
。
●

日
時
＝
６
月
29
日
d
ま
で
の
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
●
会
場
＝
「
森
の
学

校
」
キ
ョ
ロ
ロ
●
入
館
料
＝
大
人
５

０
０
円
、
高
校
生
以
下
３
０
０
円
●

問
合
せ
＝
「
森
の
学
校
」
キ
ョ
ロ
ロ

（
1
５
９
５
│
８
３
１
１
）

俳
優
、
キ
ャ
ス
タ
ー
、
国
会
議
員

な
ど
、
多
彩
な
活
動
を
し
て
き
た
木

枯
し
紋
次
郎
こ
と
中
村
敦
夫
氏
が
政

治
・
環
境
・
平
和
を
語
り
ま
す
。
●

日
時
＝
６
月
１
日
d
午
後
６
時
〜
●

会
場
＝
ク
ロ
ス
10
●
入
場
料
＝
無
料

●
問
合
せ
＝
十
日
町
平
和
セ
ン
タ
ー

（
1
７
５
７
│
０
２
７
２
）

●
日
時
＝
６
月
５
日
a
午
後
２
時
〜

（
開
場
１
時
30
分
）●
会
場
＝
市
民
会

館
●
指
揮
＝
渡
辺
英
雄
、
亀
貝
隆
●

曲
目
＝
パ
ン
チ
ネ
ル
ロ
、
オ
ペ
ラ
座

の
怪
人
ほ
か
●
ゲ
ス
ト
＝
十
日
町
ジ

ュ
ニ
ア
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
●

入
場
料
＝
７
０
０
円
（
当
日
８
０
０

円
）
※
小
学
生
以
下
無
料
●
入
場
券

取
扱
い
＝
イ
ト
ー
楽
器
、
楽
器
の
お

ぎ
の
、
中
央
公
民
館
●
問
合
せ
＝
庭

野
正
和
（
1
７
５
７
│
２
３
５
１
）

楽
し
い
催
し
物
や
各
種
発
表
会
が

行
わ
れ
ま
す
。
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

出
店
者
も
募
集
中
で
す
。
●
日
時
＝

６
月
11
日
g
午
後
５
時
〜
９
時
●
会

場
＝
コ
モ
通
り
歩
行
者
天
国
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
青
山
商
店
・
鈴
木

（
1
７
５
２
│
２
１
９
１
）

●
期
日
＝
６
月
11
日
g
・
12
日
a
●

会
場
＝
市
営
笹
山
野
球
場
●
招
待
校

＝
中
京
大
中
京
高
校
（
愛
知
県
）
●

日
程
＝
▼
11
日
‥
開
会
式
午
前
10
時

〜
、
第
１
試
合
（
対
十
日
町
総
合
高
）

10
時
30
分
〜
、
第
２
試
合
（
対
十
日

町
高
）
午
後
２
時
〜
▼
12
日
‥
第
１

試
合
（
対
川
西
高
）
午
前
９
時
〜
、

第
２
試
合
（
対
十
日
町
高
）
正
午
〜

●
入
場
料
＝
５
０
０
円
（
中
学
生
以

下
無
料
）
●
入
場
券
取
扱
い
＝
総
合

体
育
館
ほ
か
●
問
合
せ
＝
大
会
事
務

局
・
小
林
（
1
７
５
７
│
９
３
８
３
）

山
開
き
後
、
登
山
ま
た
は
ブ
ナ
林

を
回
遊
し
ま
す
。
●
日
時
＝
６
月
12

日
a
午
前
８
時
〜
午
後
１
時
30
分
※

雨
天
決
行
●
集
合
場
所
＝
登
山
口
手

前
ヘ
リ
ポ
ー
ト
※
市
役
所
発
着
送
迎

バ
ス
あ
り
●
参
加
費
＝
５
０
０
円
●

申
込
み
＝
参
加
費
を
添
え
て
総
合
体

育
館
●
問
合
せ
＝
十
日
町
楽
山
会
・

樋
口
靖
（
1
０
９
０
│
４
７
５
７
│

８
９
８
９
）

●
会
場
＝
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業

所
●
参
加
費
＝
５
０
０
円
●
定
員
＝

各
回
12
人
（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
東
北
電
力
㈱

十
日
町
営
業
所
（
1
７
５
７
│
１
９

８
７
）

【
初
夏
の
洋
風
料
理
】
グ
リ
ー
ン
ピ

ー
ス
ピ
ラ
フ
や
チ
キ
ン
の
ピ
カ
タ
、

ト
マ
ト
の
ス
ー
プ
、
レ
モ
ン
ム
ー
ス

な
ど
を
作
り
ま
す
。
●
日
時
＝
６
月

18
日
g
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
１
時

●
申
込
み
締
切
り
＝
６
月
10
日
f

【
フ
レ
ッ
シ
ュ
ハ
ー
ブ
を
使
っ
た
イ

タ
リ
ア
ン
】
チ
ー
ズ
パ
フ
（
ミ
ニ
シ

ュ
ー
ク
リ
ー
ム
）
や
海
の
幸
パ
ス
タ
、

ウ
イ
ン
ナ
ー
ソ
ー
セ
ー
ジ
私
流
、
新

ジ
ャ
ガ
の
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
サ
ラ
ダ
な

ど
を
作
り
ま
す
。
●
日
時
＝
６
月
23

日
e
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
１
時
●

申
込
み
締
切
り
＝
６
月
15
日
d

自
宅
で
不
要
に
な
っ
た
衣
類
や
陶

器
、
家
電
製
品
な
ど
を
販
売
し
ま
せ

ん
か
。
●
日
時
＝
６
月
12
日
a
午
前

10
時
（
受
付
９
時
）
〜
午
後
２
時
●

会
場
＝
キ
ナ
ー
レ
回
廊
１
階
イ
ベ
ン

ト
ス
ペ
ー
ス
●
出
店
料
＝
５
０
０
円

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
キ
ナ
ー
レ

（
1
７
５
２
│
０
１
１
７
）

市
書
道
協
会
（
水
野
捷
会
長
）
で

は
、
地
域
の
書
道
振
興
に
力
を
尽
く

す
た
め
、
広
く
会
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
流
派
や
団
体
の
垣
根
を
越
え
、

親
交
を
大
切
に
相
互
理
解
を
深
め
る

活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。
●
主
な
事

業
＝
協
会
展
や
市
展
な
ど
各
種
展
示

会
へ
の
参
加
協
力
、
研
修
旅
行
、
市

民
書
き
初
め
大
会
な
ど
●
申
込
み
・

問
合
せ
＝
市
書
道
協
会
事
務
局
・
小

野
塚
（
1
７
５
７
│
２
５
３
９
）

障
害
者
の
皆
さ
ん
が
職
業
技
能
を

競
い
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
●
期
日
＝
９
月
18
日
a
●
会

場
＝
県
立
新
潟
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

（
新
潟
市
）
●
競
技
種
目
＝
ワ
ー
ド

プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
、
パ
ソ
コ
ン
操
作

（
視
覚
障
害
者
部
門
）、
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
、
縫
製
（
知
的
障
害
者
部
門
）
、

喫
茶
サ
ー
ビ
ス
（
知
的
障
害
者
部
門
）

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
６
月
30
日
e

ま
で
に
、
6
県
雇
用
開
発
協
会
（
1

０
２
５
│
２
４
１
│
３
１
２
３
）

自
衛
隊
で
は
、
17
年
７
月
採
用
の

陸
上
・
海
上
・
航
空
自
衛
官
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
●
受
験
資
格
＝
７
月

１
日
現
在
、
満
18
歳
以
上
27
歳
未
満

の
人
●
試
験
期
日
＝
６
月
25
日
g
ま

た
は
26
日
a
●
試
験
科
目
＝
学
科
試

験
、
口
述
試
験
、
身
体
検
査
、
適
性

検
査
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
６
月
24

日
f
ま
で
に
、
自
衛
隊
新
潟
地
方
連

絡
部
長
岡
出
張
所
（
1
０
２
５
８
│

33
│
０
２
５
６
）

●
日
時
＝
①
17
日
f
②
28
日
c
午
後

２
時
〜
４
時
●
会
場
＝
①
津
南
町
保

健
セ
ン
タ
ー
②
十
日
町
保
健
セ
ン
タ

ー
●
医
師
＝
①
須
賀
医
師
②
山
下
医

師
（
と
も
に
中
条
第
二
病
院
）
●
申

込
み
・
問
合
せ
＝
健
康
支
援
課
成
人

保
健
係
（
内
線
１
２
６
）
十
日
町
地

域
振
興
局
健
康
福
祉
部
地
域
保
健
課

（
1
７
５
７
│
２
４
０
０
）

県
・
市
で
は
、
自
分
の
歯
で
食
べ

健
康
な
生
活
を
送
る
高
齢
者
の
コ
ン

ク
ー
ル
を
行
い
ま
す
。
次
の
条
件
に

該
当
す
る
人
は
申
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
●
条
件
＝
①
昭
和
10
年
４
月
１

日
以
前
生
ま
れ
（
満
70
歳
以
上
）
②

親
知
ら
ず
を
除
く
歯
の
本
数
が
、
80

歳
以
上
の
人
は
20
本
以
上
、
70
〜
79

歳
の
人
は
24
本
以
上
③
虫
歯
な
ど
で

治
療
が
終
わ
っ
て
い
な
い
自
分
の
歯

が
５
本
以
下
④
ぐ
ら
ぐ
ら
す
る
歯
が

な
い
⑥
重
い
病
気
に
か
か
っ
て
い
な

い
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
６
月
10
日

f
ま
で
に
、
健
康
支
援
課
母
子
保
健

係
（
内
線
１
２
３
）
※
６
月
15
日
d

午
後
２
時
か
ら
十
日
町
保
健
セ
ン
タ

ー
で
歯
科
健
診
を
行
い
ま
す

現
在
、
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る

人
は
、
市
か
ら
後
日
送
ら
れ
る
現
況

届
を
提
出
し
な
い
と
支
給
が
停
止
さ

れ
ま
す
。
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
●
受
付
期
間
＝
６
月
１
日
d

〜
30
日
e
●
提
出
場
所
＝
保
険
年
金

課
ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
課
●
持

参
す
る
も
の
＝
児
童
手
当
現
況
届
、

印
鑑
、
年
金
加
入
証
明
ま
た
は
健
康

保
険
被
保
険
者
証
な
ど
の
写
し
（
国

６
月
の
な
か
よ
し
ラ
ン
ド

お
は
な
し
た
ま
て
ば
こ

ど
ん
ぐ
り
お
は
な
し
の
へ
や

す
く
す
く
教
室

〜
簡
単
離
乳
食
と
育
児
〜

「
森
の
学
校
」
キ
ョ
ロ
ロ

日
本
一
の
昆
虫
屋

志
賀
夘
助
展

「
森
の
学
校
」
キ
ョ
ロ
ロ

松
之
山
山
菜
展

中
村
敦
夫
講
演
会

紋
次
郎
、
政
治
を
斬
る
！

平
和
を
語
る
！

キ
ナ
ー
レ
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
出
店
者
募
集

７
月
採
用
自
衛
官
募
集

十
日
町
市
書
道
協
会

会
員
募
集

第
２
回
新
潟
県
障
害
者

技
能
競
技
大
会
参
加
者
募
集

よい歯の子 住 所　　保護者

本庁で４月の３歳児健診を受けた子24人

よい歯の子 住 所　　保護者

松代支所で４月の３歳児健診を受けた子12人

むし歯のないよい歯の子

（松　代）

（松　代）

（犬　伏）

（松　代）

（松　代）

良伸

彰

和幸

清人

良一

上 村 綾
あや

美
み

樋 口 祐
ゆう

香
か

山 本 唯
ゆい

翔
と

池 田 遼
りょう

馬
ま

村 山 百
ゆ

合
り

香
か

（本町7-2）

（樽　沢）

（稲　葉）

（新座１）

（山本町３）

（桜木町）

（高田町３南）

（関根１）

（太子堂）

（吉田山谷）

（下条栄町）

（北新田２）

（南新田町３）

斉

和晃

純司

康人

東一

広明

力

大樹

美佳

太一

晃

拓也

力

波 形 一
いつ

希
き

春 日 洵
じゅん

哉
や

丸 山 亜
あ

美
み

福 原 紗
さ

帆
ほ

水 落 　 蓮
れん

山 田 健
たけ

央
る

佐 藤 友
ゆ

紀
き

南 雲 瑛
えい

貴
き

大 島 瑠
る

菜
な

中 嶋 陽
はる

奈
な

大 渕 大
だい

地
ち

日 向 野凛
りん

香
か

廣 田 　 天
てん

６
月
の
心
の
健
康
相
談

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
セ
ミ
ナ
ー

第
21
回
十
日
町
市

招
待
親
善
高
校
野
球
大
会

ド
ー
ム
中
里
き
☆
ら
・
ら

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
定
期
投
影

十
日
町
市
民
吹
奏
楽
団

設
立
30
周
年
記
念
演
奏
会

Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー

体
験
料
理
教
室

当
間
山
山
開
き

第
20
回
か
が
や
く
コ
モ
通
り

お
か
め
市

い
き
い
き
人
生

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

児
童
手
当
の
現
況
届
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い

15 平成17年5月25日号 14

お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の1には市外局番025が必要です お知らせ・ガイド



０
円
●
定
休
日
＝
毎
週
火
曜
日
●
問

合
せ
＝
七
つ
釜
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
パ
ー

ク
事
務
所
（
1
７
６
３
│
４
５
９
４
）

人
権
で
悩
ん
で
い
る
人
は
、
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
●

問
合
せ
＝
市
民
生
活
課
市
民
係
（
内

線
１
５
３
）
各
支
所
市
民
生
活
課

次
の
県
有
地
を
一
般
競
争
入
札
に

よ
り
売
却
し
ま
す
。
●
所
在
＝
十
日

町
市
太
平
字
蒲
生
田
５
９
９
番
２
ほ

か
３
筆
（
旧
松
代
高
校
寄
宿
舎
）
●

地
目
・
地
積
＝
宅
地
・
学
校
用
地

２
、
５
２
３
・
52
㎡
（
７
６
３
・
36

坪
）
※
中
古
建
物
付
●
入
札
日
時
・

会
場
＝
７
月
15
日
f
午
後
２
時
〜
・

十
日
町
地
域
振
興
局
●
入
札
説
明
会

日
時
・
会
場
＝
６
月
15
日
d
午
後
３

時
〜
・
現
地
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝

県
総
務
部
管
財
課
（
1
０
２
５
│
２

８
０
│
５
０
６
４
）

県
視
覚
障
害
者
福
祉
協
会
で
は
、

被
災
し
た
視
覚
障
害
者
の
皆
さ
ん
に

義
援
金
を
配
分
し
ま
す
。
●
対
象
者

＝
一
部
損
壊
以
上
の
被
害
を
受
け
た

住
宅
に
住
ん
で
い
る
視
覚
障
害
者
※

た
だ
し
、
県
視
覚
障
害
者
福
祉
協
会
、

県
中
途
視
覚
障
害
者
連
絡
会
、
県
視

覚
障
害
者
友
好
協
議
会
、
県
鍼
灸
マ

ッ
サ
ー
ジ
師
会
の
会
員
は
除
く
●
配

布
金
額
＝
一
人
５
、
０
０
０
円
●
申

込
み
・
問
合
せ
＝
６
月
30
日
e
ま
で

に
、
申
請
用
紙
と
被
災
証
明
書
を
県

視
覚
障
害
者
福
祉
協
会
（
1
０
２
５

│
３
８
１
│
８
１
３
０
）
に
提
出

●
対
象
者
＝
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年

金
を
受
け
る
人
が
い
な
い
、
戦
没
者

な
ど
の
死
亡
当
時
の
遺
族
１
人
（
４

月
１
日
現
在
、
次
の
優
先
順
位
に
よ

る
）
①
弔
慰
金
の
受
給
権
者
②
戦
没

者
な
ど
の
子
③
戦
没
者
な
ど
と
生
計

関
係
を
有
し
て
い
た
父
母
、
孫
、
祖

父
母
、
兄
弟
姉
妹
④
③
以
外
の
父
母
、

孫
、
祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹
⑤
①
〜
④

以
外
で
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
時
ま
で

引
き
続
き
１
年
以
上
生
計
関
係
を
有

し
て
い
た
三
親
等
以
内
の
親
族
●
支

給
内
容
＝
額
面
40
万
円
（
10
年
償
還

の
記
名
国
債
）
●
請
求
期
間
＝
平
成

20
年
３
月
31
日
ま
で
●
申
込
み
・
問

合
せ
＝
福
祉
課
援
護
係
（
内
線
１
３

１
）
ま
た
は
各
支
所
健
康
福
祉
課

厚
生
労
働
省
主
催
の
旧
主
要
戦
域

慰
霊
巡
拝
で
す
。
●
実
施
地
域
＝
旧

ソ
連
、
モ
ン
ゴ
ル
、
中
国
東
北
地
区
、

マ
リ
ア
ナ
諸
島
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ト

ラ
ッ
ク
諸
島
、
ビ
ス
マ
ー
ク
・
ソ
ロ

モ
ン
諸
島
、
硫
黄
島
●
実
施
時
期
＝

６
月
中
旬
〜
18
年
２
月
中
旬
●
問
合

せ
＝
県
福
祉
保
健
課
援
護
恩
給
室

（
1
０
２
５
│
２
８
０
│
５
１
８
０
）

●
期
日
＝
13
日
b
●
受
付
時
間
と
会

場
＝
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
‥
宇
都

宮
製
作
所
㈱
、
午
後
０
時
30
分
〜
３

時
‥
㈱
シ
ル
ク
ワ
ー
ク
●
問
合
せ
＝

健
康
支
援
課
地
域
医
療
係
（
内
線
１

２
７
）

【
市
報
お
わ
び
と
訂
正
】

５
月
10
日
号
10
ペ
ー
ジ
、
農
業
委

員
の
氏
名
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

川
西
地
区
委
員
は
田
中
俊
秀
さ
ん
で

は
な
く
、
正
し
く
は
田
村
俊
秀
さ
ん

で
す
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

５
月
10
日
号
14
ペ
ー
ジ
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。
仙
田
山
菜
ま
つ
り
が

開
催
さ
れ
た
５
月
４
日
は
国
民
の
祝

日
で
は
な
く
、
正
し
く
は
国
民
の
休

日
で
す
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

民
年
金
加
入
者
は
不
要
）
※
代
理
人

で
も
手
続
き
で
き
ま
す
（
受
給
者
本

人
の
印
鑑
持
参
）
●
問
合
せ
＝
保
険

年
金
課
年
金
係
（
内
線
１
６
７
）

２
〜
５
月
分
の
手
当
は
、
６
月
10

日
f
に
指
定
さ
れ
た
口
座
に
振
り
込

み
ま
す
。
●
問
合
せ
＝
保
険
年
金
課

年
金
係
（
内
線
１
６
７
）

５
月
は
固
定
資
産
税
第
１
期
、
軽

自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
第
２

期
及
び
介
護
保
険
料
第
２
期
の
納
付

月
で
す
。
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

●
問
合
せ
＝
税
務
課
・
保
険
年
金
課

環
境
省
で
は
、
６
月
５
日
の
環
境

の
日
を
中
心
に
６
月
を
環
境
月
間
と

し
て
い
ま
す
。
ま
た
県
で
は
、
環
境

月
間
に
合
わ
せ
て
ア
イ
ド
リ
ン
グ
・

ス
ト
ッ
プ
運
動
を
推
進
し
ま
す
。
地

球
温
暖
化
を
は
じ
め
環
境
問
題
の
多

く
は
私
た
ち
の
日
常
生
活
や
通
常
の

事
業
活
動
が
原
因
で
、
解
決
の
た
め

に
は
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
事
業
活
動

の
あ
り
方
を
根
本
か
ら
見
直
し
、
社

会
の
仕
組
み
自
体
を
持
続
可
能
な
も

の
へ
と
変
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。
こ
の
機
会
に
①
省
エ
ネ
②
リ
サ

イ
ク
ル
③
町
内
一
斉
清
掃
④
散
乱
ご

み
の
回
収
⑤
害
虫
駆
除
⑥
花
い
っ
ぱ

い
運
動
な
ど
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め

ま
し
ょ
う
。
一
人
ひ
と
り
の
小
さ
な

努
力
が
積
み
重
な
れ
ば
、
大
き
な
力

と
な
り
ま
す
。
●
問
合
せ
＝
市
民
生

活
課
生
活
環
境
係
（
内
線
１
５
７
）

環
境
の
苦
情
で
多
い
の
が
野
焼
き

で
す
。
野
焼
き
は
法
律
で
禁
止
さ
れ

て
い
る
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

悪
臭
に
関
す
る
苦
情
も
増
え
て
い
ま

す
。
畑
に
肥
や
し
を
入
れ
る
た
め
に

放
置
し
て
お
く
と
、
周
り
に
迷
惑
が

か
か
り
ま
す
。
早
め
に
処
理
し
ま
し

ょ
う
。
●
問
合
せ
＝
市
民
生
活
課
生

活
環
境
係
（
内
線
１
５
７
）

工
事
な
ど
で
発
生
す
る
石
綿
粉
じ

ん
は
、
環
境
を
汚
染
し
労
働
者
の
健

康
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が

心
配
さ
れ
ま
す
。
７
月
１
日
か
ら
、

従
来
の
規
則
を
拡
充
し
た
石
綿
障
害

予
防
規
則
が
施
行
さ
れ
ま
す
。
石
綿

を
使
用
し
て
い
る
建
物
の
解
体
や
改

修
工
事
を
行
う
事
業
者
は
、
次
の
こ

と
が
必
要
で
す
。
①
石
綿
使
用
箇
所

の
事
前
調
査
②
作
業
計
画
の
作
成
③

除
去
作
業
の
届
出
④
作
業
主
任
者
の

選
任
⑤
保
護
具
の
使
用
な
ど
●
問
合

せ
＝
十
日
町
労
働
基
準
監
督
署
（
1

７
５
２
│
２
０
７
９
）

●
中
央
公
民
館
＝
毎
週
月
曜
日

●
博
物
館
＝
毎
週
月
曜
日

●
情
報
館
＝
毎
週
月
曜
日
、
30
日
e

●
総
合
体
育
館
＝
毎
週
火
曜
日

●
川
西
総
合
体
育
館
＝
６
月
末
ま
で

休
館

●
松
代
総
合
体
育
館
＝
毎
週
月
曜
日

今
年
も
ヤ
マ
メ
や
イ
ワ
ナ
、
ニ
ジ

マ
ス
な
ど
元
気
い
っ
ぱ
い
の
山
魚
と

田
代
集
落
の
温
か
い
人
情
が
皆
さ
ん

を
お
迎
え
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。
●
料
金
＝
中
学
生
以
上
２
、

１
０
０
円
、
小
学
生
以
下
１
、
６
０

県
有
地
を
売
却
し
ま
す

旧
主
要
戦
域
慰
霊
巡
拝

６月の
献血

全
血
献
血

コイヘルペスウイルス病（ＫＨＶ）
・感受性魚種：マゴイ、ニシキゴイ

・主な症状：行動緩慢、摂食不良、目の落ち込み、退色

やびらんなど　※死亡率が高い

・感染経路：ＫＨＶに感染したコイとの接触、飼育水に

よる水中感染

・潜伏期間：２～３週間。水温が20～25℃になる時期

に発病。発病しないコイはキャリアとしてウイルスを

持ち続け、水温が上がる時期になると発病

・治療法：なし

・その他：コイ特有の病気で、フナやハヨなどコイ以外

の川魚には感染しない。人体への感染の心配はない

県内各地の民家の池などで昨年、コイヘルペスウイ

ルス病（ＫＨＶ）で死んだコイが多数確認されました。

水温の上昇に伴い、今年も発生の恐れがあります。発

生原因は、安全を確認できないコイを入手・飼育する

ことで池の水がウイルスに汚染され、その水を介して

下流域の池が次々と汚染される場合がほとんどです。

現在、この病気に対する予防法や治療法がないため、

発生が確認された池のコイと感染区域に指定された池

のコイは、法に基づきすべて処分されてしまいます。

今後、市内でコイヘルペスウイルス病が発生しないよ

うに次のことを必ず守ってください。

・コイの移動はできるだけ控える

・安全で信頼できるところからコイを仕入れる

・河川湖沼で釣ったコイは持ち帰って池や川などに放

さない

～コイの取扱いに十分注意してください～

コイヘルペスウイルス病（ＫＨＶ）まん延防止にご協力を！
・死んだコイは河川湖沼などに捨てず焼却または埋設

処分する

問合せ 農林課農業振興係1757-3111（内線339）

または各支所農林課

６
月
の
休
館
日

野
焼
き
は
禁
止

石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
の

ば
く
露
防
止
に
ご
協
力
を

６
月
は
環
境
月
間

２
〜
５
月
分
の
児
童
手
当

を
振
り
込
み
ま
す

わ
た
し
の
税

ど
こ
か
で
だ
れ
か
を

支
え
て
る

５
月
の
納
税
・
納
付

中条公民館・十日町合同庁舎

松代総合センター

上野地区コミュニティセンター

中里デイサービスセンター

松之山自然休養村センター

６月１日d

６月２日e

６月３日f

６月10日f

６月15日d

会　　　場期　日

※時間はいずれも午前10時～午後３時

特
設
人
権
相
談
所
開
設

被
災
し
た
視
覚
障
害
者
に

義
援
金
を
配
付
し
ま
す

第
８
回
特
別
弔
慰
金
が
支

給
さ
れ
ま
す

七
つ
釜
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ

パ
ー
ク
オ
ー
プ
ン
！

17 平成17年5月25日号 16

西寺町地内の一方通行
がなくなります

市道西寺線（西寺町地内）の一方通行

は、中越大震災に伴う建物取り壊しなど

のため緊急的に解除していましたが、今

後も継続して解除することになりました。

◆問合せ 十日町警察署交通課

1752－0110

お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の1には市外局番025が必要です お知らせ・ガイド

新・十日町市
４月の交通事故発生状況 （ ）内は1月からの累計

雨の日の交通事故防止

雨の日は、視界が悪くなります。歩行者

も自転車利用者も道路を横断する際は左右

の安全をよく確かめ、無理な横断はやめま

しょう。また、雨の降り始めは道路に付着

した土や油が浮き出

すことから、路面が

滑りやすくなります。

運転者は十分な車間

距離を取り、スピー

ドを控えて安全運転

に努めましょう。

６月の交通安全キャンペーン

年

17年

16年

発生件数

31（79）

22（88）

負傷者数

37（102）

44（123）

死者数

0（0）

2（4）

物件事故数

64（438）

46（293）



19 平成17年5月25日号 18

▼
旧
川
西
町
の
「
広
報
か
わ
に
し
」
が
、
こ

の
ほ
ど
行
わ
れ
た
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で

町
村
の
部
１
席
と
読
売
新
聞
社
賞
を
い
た
だ

い
た
。
全
く
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
だ

っ
た
の
で
、
正
直
言
っ
て
た
ま
げ
た
。
も
ち

ろ
ん
と
て
も
あ
り
が
た
い
こ
と
で
、
素
直
に

喜
び
た
い
。

た
だ
、
こ
う
し
た
コ
ン
ク
ー
ル
と
い
う
の

は
、
各
都
道
府
県
の
代
表
と
な
っ
た
も
の
を

持
ち
寄
っ
て
審
査
・
評
価
す
る
も
の
で
、
い

わ
ば
１
発
勝
負
の
世
界
だ
。
そ
の
と
き
の
社

会
情
勢
や
話
題
の
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
も
影
響

す
る
。

大
事
な
の
は
、
ふ
だ
ん
の
姿
だ
。
そ
う
い

う
意
味
で
、
本
当
の
評
価
者
は
住
民
で
あ
り

自
分
自
身
だ
と
思

う
。今
回
の
受
賞
で
、

そ
の
こ
と
を
忘
れ
な

い
よ
う
に
し
て
い
き

た
い
と
、
改
め
て
思

っ
た
。

（わ）

▼
一
時
期
、
津
南
町
の
竜
ヶ
窪
の
水
に
こ
り
、

給
水
タ
ン
ク
を
持
っ
て
毎
週
通
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
真
冬
の
２
月
に
水
を
求
め
て
２

ｍ
の
雪
の
壁
を
登
り
、
腰
ま
で
埋
ま
る
新
雪

を
か
き
わ
け
て
、
全
身
真
っ
白
に
な
り
な
が

ら
い
っ
た
い
自
分
は
何
を
や
っ
て
る
ん
だ
ろ

う
と
自
問
す
る
ま
で
は
ま
り
ま
し
た
。
最
初

は
名
水
百
選
に
選
ば
れ
た
う
ま
い
水
を
求
め

て
行
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
あ
る
と
き
、
汲

む
場
所
へ
行
く
ま
で
の
ブ
ナ
林
が
素
晴
ら
し

い
こ
と
に
気
づ
き
、
そ
れ
か
ら
は

、
途
中

の
散
策
も
楽
し
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ブ
ナ
林
に
は
そ
れ
ほ
ど
の
魅
力
が
あ
り
ま

す
。
葉
ず
れ
、
木
漏
れ
日
、
セ
ミ
の
声
。
竜

ヶ
窪
に
観
光
バ
ス
が
頻
繁
に
止
ま
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
は
足
が

遠
の
き
ま
し
た
が
、

今
で
も
ブ
ナ
林
と
聞

く
と
さ
ま
ざ
ま
な
光

景
が
思
い
浮
か
び
ま

す
。

（南）

●乳幼児予防接種

川西支所

●乳幼児健診 ※在住する各支所の会場で受けてください　

事 業 名 期 日 受付時間 対象児

27日B
16年
7月・8月
生まれの乳児

◎持ち物…母子手帳・問診票、着替えやおむつなど必

要なもの、目と耳のアンケート（３歳児健診）

◎対象の期日に受診できなかったときは、各支所へ連

絡してください。

◎３歳児健診前に検査セットを送りますので、届かな

い人は各支所へ連絡してください。

◎十日町・川西会場での１歳６か月児以降の健診は歯

科健診があります。歯みがきをしてきてください。

川西　会場：川西保健センター

９～11か月児

10か月児健診

６日B
15年

10～12月
生まれの幼児１歳５～７か月児

1歳6か月児健診

中里　会場：中里総合センター

保育園入園前の乳幼児（希望者）

乳幼児身体測定・健康相談 ２日E
午前9時30分～11時

（時間内ならいつでも）

期　日 対　　　象　　　児

会　　場…川西福祉センター　

受付時間…午後１時45分～２時30分

健康福祉課

16年12月10日～17年３月９日生まれの乳児８日D

BCG 対象者…接種日現在生後３か月～６か月未満

松代・松之山支所

会場…松代総合センター　受付時間…午後１時～１時30分

※合同実施　松代支所健康福祉課

２回目

６月２日E

３回目

６月23日E

追加（予備日）

７月14日E

三種混合 対象者…接種日現在生後６か月～７歳６か月未満

川西支所

会　場

健康福祉課

13日B川西福祉センター

受付時間２回目

午後1時45分～２時30分

１回目

20日B

15日D上野地区コミュニティセンター 午後1時15分～２時22日D

日本脳炎 対象者…接種日現在生後３歳～７歳６か月未満

※Ⅰ期追加は地区該当日のどちらか都合のよい日

地区（小学校区別）

会場…十日町保健センター　受付時間…午後１時30分～２時15分

六箇・八箇・西小学校区

中条・飛一・下条・東下組小学校区

十日町小学校区

水沢・野中・馬場小学校区

東・吉田・鐙島小学校区

川治小学校区

２回目

６月９日E

６月10日F

６月14日C

７月12日C

７月13日D

７月15日F

１回目

６月２日E

６月３日F

６月７日C

７月５日C

７月６日D

７月８日F

2005.6.Jun
e

2005.6.Jun
e

注意事項

・「予防接種と子どもの健康」を必ず読んできてください。

・受付時間を厳守してください。遅れると接種できない

ことがあります。

・ほかの予防接種との接種間隔に注意してください。

持参するもの

・母子健康手帳（忘れると接種できません）

・予診票　　　・体温計

予防接種は、在住する各支所内の会場で受けることが基

本ですが、接種機会を逃した場合は、別の支所でも接種で

きます。ただし、ほかの支所で接種する場合は、接種を受

けようとする支所へ前日までに必ず連絡してください。

●高年齢者職業相談
毎週月～金曜日　午前８時30分～午後５時　　
会場：高年齢者職業相談室（サンクロス十日町内）
おおむね45歳以上が対象です

●定例行政相談
毎月第２金曜日　午前10時～午後３時
会場：市民相談室・行政相談室

●法律相談 電話で市民生活課市民係へ要予約

毎週木曜日　午後１時30分～４時
会場：市民相談室・行政相談室

●定例社会保険・年金相談
毎月第２・第４木曜日　
午前10時～正午、午後１時～３時
会場：クロス10

●心配ごと相談
会場：社会福祉協議会（本所・支所）
時間：午後１時30分～４時
▽十日町本所　毎週木曜日
▽松代支所　 ３日F ▽松之山支所 ７日C

▽中里支所　　17日F ▽川西支所　　28日C

●健康相談 保健師による相談

期 日 会　　場 受付時間

６・20日B

14日C

16日E

17日F

24日F

28日C

27日B

20日B

十日町保健センター

新座コミュニティセンター

大井田コミュニティセンター

川治地区公民館

吉田就業改善センター

吉田山谷集会所

羽根川荘

水沢地区公民館

平成園

川西保健センター

中条地区公民館

北原集落センター

下条地区公民館

上新田自治会館

松之山支所

松代支所

中里総合センター

午前9時～11時30分

午前9時～11時30分

午後1時30分～4時

午前9時～11時30分

午前9時～11時30分

午後1時30分～4時

午前9時～11時30分

午前9時～11時30分

午後1時30分～4時

午前9時～午後4時30分

午前9時～11時30分

午後1時30分～4時

午前9時～11時30分

午後1時30分～4時

午前8時30分～午後5時

午前9時～11時

午前9時～11時

※健康手帳のある人はご持参ください。

医療機関名期 日 住　所 電話番号

５日A
大坪医院 四日町新田２ 757-6100

津南病院 津南町 765-3161

庭野医院 寿町４ 752-2711

小林内科医院 中町 752-7155

石川医院 津南町 766-2061

中条病院 北原 757-3018

12日A

19日A

26日A

●休日救急医

事 業 名 期 日 受付時間 対象児

３歳児健診

1歳6か月児健診

16日E 午後1時～1時30分 13年12月
生まれの幼児

15日D 午後1時～1時30分 15年12月
生まれの幼児

４か月児健診 22日D 午後1時～1時30分 17年２月
生まれの乳児

2歳6か月児身体測定

10か月児身体測定 22日D 午前9時15分～10時 16年８月
生まれの乳児

十日町　会場：十日町保健センター

今月はお休みです

午後1時
～1時20分

十日町本庁

期　日 対　　　象　　　児

会　　場…十日町保健センター　

受付時間…午後１時30分～２時15分

健康支援課

健康支援課

16年12月19日～17年３月18日生まれの乳児17日F

十日町本庁
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